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金融ビッグバンソリューションの全体像

金融分野の各業種･業態の顧客に,新サービスチャネル･新商品拡充への対応や経営戦略を支援するためのソリューションを提案する｡

金融ビッグバン時代の到来により,大幅な業務の自由

化や新分野への参人の自由化が進展し,金融機関では,

_正に生き残りをかけた経営効率化とサービス競争力の強
化が求められている｡

このような激変する環境のqlで金融ビジネスに携わる

金融機関に対し,口立製作併は,おのおのの経営課題を

解決するソリューションを提案する｡

このソリューションにより,金融機関はマーケテイン

グ･リスクマネジメントの仕掛けが構築でき,顧客ニー

ズに合ったタイムリーな商品開発と適切なデリバリーチ

ャネルを提供することができるようになる｡

また金融機関は,アウトソーシング(外部委託)を折口‾J

することにより,限られた経営資源を得意分野に集しllさ

せ,高付加価値サービスを生み出し,高収益ビジネスを

推進することができるようになる｡

さらに,このソリューションが提供する｢ハブアンド

スポーク型アーキテクチャ+の構築により,金融機関は

迅速かつ柔軟なシステム改善･導入が可能となる｡

金融環境が時々刻々と変貌(ぼう)を遂げるl-いで,日立

製作所は長期的な視野に立って,柔軟かつ継続的に金融

機関のニーズに則したソリューションを提案する｡
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はじめに

1998年4月の外凶為替法の改正により,金融ビッグバ

ン時代の幕が開けられ,1,200兆円の個人金融資産を巡

り,金融機関では競争が激しくなっている｡

また,規制緩和の進展に伴って,金融機関が扱うことが

できる商品の種類が増加する｡1T(情報技術)の進展により,

顧客との接点は従来の営業店から,電話やパソコンなど

を利用した,より広範なネットワーク上へと拡張される｡

日立製作所は,これを｢マルチプロダクト･マルチチ

ャネル環境+と呼び,このような環境を実現するための

ソリューションを,金融ビッグバン ソリューション

"SolutionmaxforFinance”として体系化した｡

日立製作所は,これまでに培った顧客への数々のソリ

ューション実績をベースに,市場変化に対応するための

顧客本位のサービス･技術開発を積極的に推進し,かつ

先進諸田のパートナーとの連携も進めていく｡

ここでは,U立製作所が提案する金融ビッグバン ソ

リューションのコンセプトと,その特徴について述べる｡

金融機関の方向性と次世代金融ソリューション

金融ビッグバンを契機として,外資系金融機関が続々

と11本市場への参入を果たしている巾で,金融ビッグバ

ンに対応した,的確で,他社への優位点の提示を吋能と

する戦略を金融機関は求めている｡

2.1金融業界の構造変化

マルチプロダクト･マルチチャネル環境下で競fナ上の

優位性を確保するためには,顧客に利便性を供与Lうる

チャネルを通じて,顧客の求める商品をタイムリーに提

供する能力が求められる｡その意味では,商占占提供能ノJ

は｢商品開発+と｢商品販売+という二つの観点からと

らえることが‾叶能であり,金融機関としては,これら枚

方での競争ノJの強化をlズIるのが】理想と考える｡

しかし,令融機関は,その戦略にJふじて投資の重点化

を凶る必要がある｡その結果,金融業界は,商品開発､

または販売に特化した特化型金融機関と,一部のユニバ

ーサル型金融機関に2柾化していくものと考える｡

2.2 金融システムでの課題

すでに規制緩和が進み,マルチプロダクト･マルチチ

ャネル環境が実現している欧米の先進的な金融機関は,

ユニバーサル彗㌔ チャネル特化アミり,高付加イ剛直商品提供

型,または競合優位商品提供型などの業態へと転換を炊l

ってきた｡
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図1 金融システムの課題と方向性

金融機関の課題は,スピード,コスト低減,およびマネジメント

カの強化である｡

今後,わがⅠ玉Iの金融機関が欧米の先進プレーヤーと同

様の変革を遂げていくためには,新商品,新チャネルの

追加に迅速,かつ柔軟に対応する必要がある｡また,金

融機関の投資余力が限界に達すると,共l■iiJ化が可能な業

綺処理については,アウトソーシング(外部委託)による

コストの削減と事務の合ユ型化へのニーズがいっそう高ま

るものと考える｡一方,新しい環境に対応するためには,

より高度で戦略的な経営管理機能が求められる｡

こうした金融機関のニーズを迅速かつ柔軟に実現する

ためには,効率的な業務体制の構築とそれを支えるシス

テムアーキテクチャが必要となる(図1参照)｡

2.3 次世代金融ソリューション

以上述べたように,次世代ソリューションでは,新し

い環境に対応するため,これまで以上にソリューション

の範囲を大幅に拡大する必要がある(図2参照)｡

日立製作所の金融ビッグバンソリューション

3.1金融ビッグバン ソリューション

R立製作所が提案する金融ビッグバン ソリューショ

新金融商品

新チャネル

従来のソリューション

･システムインテグレーション

･システム構築支援
●パッケージ提供

経営戦略支援

･リスク管理
･マーケテイング

アウトソーシング

･事務代行
●共同センター

図2 求められる次世代金融ビッグバン ソリューション

次世代金融ソリューションでは,環境変化に迅速かつ柔軟に対応

できるものでなくてはならない｡
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ン"Solutionmax for Finance”の基本的な考え方は,

(1)適切なソリューション提案のための先進金融機関,ベ

ンダとのパートナーシップ,(2)金融機関の戦略分野,新

規事業分野に適合したメニューの提案,(3)金融業界全体

の効率化に資する業務サービスの提案である｡

この考え方を基に,以下に述べる七つのソリューショ

ン群を構成し,体系化した(図3参照)｡

3.l.1基盤システムソリューション

効率経営とサービス競争力強化を実現するためには,

新商.甘.･新チャネル対応の迅速化が要求される｡その一

方で,限られた経営資源のターゲット分野への集中と,

外部委託が可能な分野でのアウトソーシングが必要とさ

れる｡

このソリューションでは,｢ハブアンド スポーク型ア

ーキテクチャ+構築による新機能･新システム対応の迅

速化を可能にするとともに,全体システムの企画,デー

タウェアハウス構築,グループウエア構築の各サービス

を提案することにより,システム全体の共通其盤の整備

が可能となる(図4参照)｡

3.1.2 営業店自動機･リモート チャネルソリューション

顧客のニーズと利用形態の多様化に対応するために

は,戦略的なデリバリチャネルを提案する必要がある｡

このソリューションでは,チャネル戦略企画から各種チ

ャネルサービスまで,効率的チャネル戦略確.寸二のため,

一貫したソリューションを提案する｡｢常業店自動機ソリ

ューション+では,イメージ処理やイントラネット技術

の析別により,既存チャネルのリニューアルを実現する｡

また,新チャネルの析川ニーズに対応するため,｢リモー

ト チャネル ソリューション+を体系化し,インターネ
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図4 ハブアンド スポーク型の新業務形態イメージ

金融機関内部はもとより,外部とのチャネル･商品接続も容易に

する｡

ットや電話l=1線などを活用したバンキング業務などの各

椎サービスの実現を支援する(図5参照)｡

3.1.3 金融商品対応ソリューション

このソリューションでは,金融商品対応企画により,

金融機関での経常資源の和効活用を提案する｡また,短

期間･低コストでの新商品対応を可能とするため,確定

拠出型年金業務を支援する(図6参照)｡また,ブローカ

レツジや投資信託窓l+販売,保険窓口販売など,おのお

のの新商品に対応したSI(SystemIntegration)やセンタ

ーサービスによるソリューションを提案する｡

3.1.4 リスク管理･マーケテイングソリューション

戦略的経常を実現するための業務システムは,高度な

テクニックを必要とするシステムでもある｡｢リスク管理

ソリューション+と｢マーケテイングソリューション+

により,戦略策定のためのシステム化方針や,機能分析

といった業務知識･分析ノウハウを必要とするコンサル

チャネル戦略J営業店BPRl 一インタネソトバンキング】 商品戦略+朋信託部販売シス叫

金融商品対応保険窓口販売システムl

lインターネットブローカレッジl

営業店自動機 営業店システム lリモ小チャネル インターネ小インシュアランスl
ソリュ‾ション

齢イメージ処理システム】ソリュ→ヨン テレフォンバンキング■ ソリ1→ヨン確定拠出型年金サービスl

1基幹系システム1
tテレフォンブローカレッジ】

1マルチメディアATMシステム1
1テレフォンインシュアランスl

経営戦略
抑F聯支蓬コンサルティンクサーヒス決済戦略

+業務分析･設計サービスI
MCIF管理システム】

J 認証サービス l

､ノだ三笠
市場リスク醐システムlソリュ】,ヨンマーケテイング戦術支援捕ムl

マーケテイング

ソ｡空告∃/統合ネッティンクサービスl
1収益管理システムl 営業情報支橿システム 11Cカードシステム 】

l相談支援システムl

+ハブアンドスポークl

基盤戦略 悪賢芸三トタウェアハウス構築l

1クループウェア構築l

注:略語説明

BPR(BusinessProcess

Re-engineering)

ATM(AutomatedTeller

Machine)

図3 金融ビッグバンソ

リューション``so山tionmax

for Finance''の体系

五つのカテゴリー,七つの

ソリューションで構成する｡
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図5 インターネット バンキング システムの例

チャネル戦略上,不可欠なサービス形態である｡
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図6 確定拠出型年金サービスの概要

迅速かつ低コストでのサービス導入が可能となる｡

テーションからシステム構築までの一貫したソリューシ

ョンを提案する｡さらに,リスク管理については,収益･

リスク統合管理システム"CHASER''による統合パッケ

ージを提案することにより,低コストでハイレベルなシ

ステム化を可能とする(図7参照)｡

3.t.5 決済ソリューション

このソリューションでは,認証サービスや,ICカード

対応といった電子決済ITの基盤である暗号技術を利用

したシステムサポートから,企業間でネッティングを行

う,統合ネッティングサービスなどの取り引きの場まで,

多様なソリューションを提案する｡

おわりに

ここでは,日立製作所が提案する金融ビッグバン ソ

リューション"Solutionmax for Finance”の体系,基

本コンセプト,およびソリューションの概要について述

べた｡

"solutionmaxforFinance''は,金融機関の経営課題

に対して有効な解決策を提案できるものと考える｡
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ション
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本部主導による予実算管理

市
場
リ
ス
ク
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予実手管理

店別予実算管羊里

顧客別･商品別収益管理

マ¶ケティング部門

セグメント別マーケット分析

営業店

日次ベース

の室橋把握

図7 収益･リスク統合管理システム"CHASER”の機能

経営戦略を支援するノ＼イレベルなシステムパッケージである｡

今後とも,時代の変化への対応を可能とするソリュー

ションを追加,提供し,金融機関の経営戦略のトータル

なサポートを実現していく考えである｡
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